
1. はじめに

ユビキタス技術の発展により、コンピュータやセンサが
至る所に存在するユビキタス環境が容易に構築可能と
なってきており、これにより人々に魅力ある情報サービ
スを提供することが期待されている。更にこの環境が一
般家庭環境に導入されることにより、家庭内ユビキタス
環境が構築され、家庭での生活をより豊かにするサービ
スが実現されるであろう。
現在我々は、人の家庭における生活と、家庭内の情報家
電（アプライアンス）との関係に注目し、アプライアンス
を機能ごとに分解し、ネットワークを通じて相互利用可
能な枠組み「ゆかり」を構築している[1]。また、ゆかり
プロジェクトでは、このネットワーク基盤技術とユビキ
タス環境により実現可能となる新たな情報サービスに関
する検討も行っている。具体的には、家庭内に埋め込まれ
たセンサアプライアンスからの情報をもとに、複数のヒ
ト、アプライアンス、及び、ヒトとモノとの関係を分散環
境行動データベースに記録し、家庭内のロボットなどを
通じ、コンテキストに合った情報サービスを提供しよう
としている。またこの中では、ヒトに情報サービスを提供
した後に、評価を受けることにより、次第に個人に適応し
た情報サービスへと近づけて行けるような枠組みが構築
されている。
本論では、家庭生活における「忘れ物」に着目し、人々
の物探しを支援する情報サービス「探し物サービス」の最
初の実現について報告するとともに、今後の展望につい
て述べる。

2. 探し物サービスの実現

人は生活の中で、モノを置き忘れたり、見失ったりし、
それを探そうとする。この「忘れ物」は、人の置かれた状
況や場所が変化した場合に、発生しやすいと考えられる。

そこで我々は、家庭内における人の状況(コンテキスト)や
場所の変化に着目し、その変化のきっかけをインタラプ
ションとして捉える事により、人の「忘れ物」を取り扱う
探し物サービスというものを提案した[2]。このサービス
では、インタラプションの直前のヒトとモノとの関係を
記憶し、ヒトがインタラプションに対応し、戻ってきた時
のヒトとモノとの関係との比較を行い、その差が有れば
「忘れ物」の候補であると考えている。この探し物サービ
スの最初の実現に関するデータの流れを図１に示す。
まず、探し物サービスにおけるインタラプションは、ヒ
トの行動に変化を与えるような五感に影響を与えるイベ
ントであり、分散環境行動DBにおける、注目しているヒ
トの周囲のセンサ情報として監視することにより実現す
る。例えば、玄関のチャイム、ヒトのいる部屋の扉の開閉、
照明の点灯と消灯、テレビの電源やボリュームの変化、電
話の呼び出し音等が挙げられる。本サービスの最初の実
装では、部屋毎にインタラプションの候補となるセンサ
情報を列挙し、それらを監視する。
次に、注目しているヒトに関して、インタラプション直
前の周囲の状況を記憶する必要がある。即ち、場モデルに
よるヒトの位置エネルギーが及ぶ範囲内の、ヒトとモノ
の相対的な位置関係を記憶する。この時ヒトの位置情報
は最初の実装に置いては、床圧力センサから得られた圧
力情報を追跡することにより得られたものを用い、天井
カメラの画像と組み合わせた高精度な位置情報が得られ
るようになったところで、それを用いる。人の体の正面方
向に半径1mの半球内(もし人の体の正面の向きが得られ
ない場合には、ヒトの位置から半径1mの球内)、にあるモ
ノの相対位置を、忘れ物候補として記録する。モノに関し
ては、近い将来RFIDタグが付けられた物が偏在するよう
になる事を想定し、探し物サービスで監視する物体には、
予めRFIDタグを貼り付けておく事とした。
また、ヒトがインタラプションから戻った際には、再度
ヒトとモノとの関係を調べ、以前記憶した状態との違い
が有れば、それらが忘れ物候補となる。ヒトが戻ったこと
の検出は、ヒトの位置情報の変化を監視し、記憶した位置
から半径3m以上５分間以上離れた、もしくは、異なった
部屋に移動した後に、最初の位置から半径 50cm以内に
戻ってきた場合とした。
最後に、人から探し物の検索の指示が行われた場合は、
次のような処理を行う。まず我々のゆかりプロジェクト
では、家庭内の人と情報サービスとの間の会話インタ
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フェースとして、小型のビジブル型ロボットを採用して
いる。このロボットの対話システムの中で、ユーザ発話が
探し物サービスに関する物であることがわかると、忘れ
物検索のヒントが文字列の形で探し物サービスに渡され
る。忘れ物候補DBからの忘れ物検索は、ヒントがモノの
名前である等、正確にマッチするモノが有ればそれを検
索結果とし、もし無ければ同じ人が、もっとも最近忘れた
モノを検索結果とする。最後に、忘れ物の名前と場所をロ
ボット対話システムに返す。

3. 利用したコンテキスト情報

我々NICTのユビキタスホームにおける探し物サービス
の最初の実装に際し、利用したコンテキスト情報は次の
通りである。これらのコンテキスト情報は今後、ユビキタ
スホームに新たなセンサが設置され利用可能な情報が増
加したり、センサ情報の処理手法の追加や改良により、精
度が向上する事が期待される。そこで今後、我々のプロ
ジェクトで利用可能となりそうなコンテキスト情報は、
手で追加入力した。
探し物サービスで取り扱う物体には、予めアクティブ型
RFIDタグを貼り付けておく。このタグに対応するアンテ
ナは各部屋の天井裏に配置され、これらから得られるタ
グ毎の電波強度から、タグの大まかな位置が推測できる。

ここから、タグを持つヒトとタグを貼り付けた物体の大
まかな位置情報が得られた。ヒトのより細かな位置情報
は、床圧力センサの変化を家の入り口である玄関を起点
として追跡することにより得られた。今後は、天井カメラ
からの画像情報と組み合わせることにより、位置情報の
精度は向上すると考えられる。
インタラプションに関しては、窓や扉に取り付けられた
開閉センサ、赤外線人感センサ、テレビ等のアプライアン
スの電源のOn/Offを用いた。

4. おわりに

我々は、様々なセンサが埋め込まれた家庭内ユビキタス
環境であるユビキタスホームにおける情報サービスの一
つとして、探し物サービスの最初の実装を行なった。この
実装では、現在利用可能なコンテキスト情報とともに、今
後得られるであろうもの、例えば、玄関チャイムや照明制
御装置から得られる室内照明の変化情報等も手動で入力
し、探し物サービスの将来像も示した。
今後は、新たなセンサ情報をシステムに導入したり、モ
ノに関して、ある人の携行品であるというような属性情
報を用いた位置情報の推定を導入することにより、探し
物サービスの確信度を向上させてゆきたい。
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図１　探し物サービスのデータの流れ
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